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i贼は

家計の労働供給の一般理論について ’

-供給確率と就業の型の決定機構-

. 小 尾 恵 一 郎
.■ ■

との稿の目的は，家計の労働供給後構にかんする,.ま傳的な理論図式を示すことにある0

家計の労働供給理論は，次の三点を充足することが耍請されている。（1)所与の収入率のもとで 

最適供給時間を叙述すること。（2)雇用労働機会への供給機構が叙述されうること。すなわち，’所与- 

の収入率 （賃☆率） と企業の指定する労働時間のもとで，当該履用機舍に就業するか否かの選択を 

叙述できるものでなけれぱならない。（3)家計構成貞の所得造出能力が与えられているとき，任意の

家,計にいかなる就業バターンが発生するかを明らかにできること。

ジ ボ ソ ズ以降現代に:いたる新古典派の伝統的供給理論は(1)について述ぺている。（2)については， 

われわれの現在迄にいたる分析過程で，特にA 型家計を中心にして，実証的理論の構築が試みられ 

ている。この理論構成は(1)を特殊なぱあいとして包含するものである。 もっともg # 的な労働供給 

理論は，しかし, さらに(IX2)とともに(3)にこたえられるものであることが要請される。以下本稿の 

分析では(さ)の耍請を充足する理論図式を構成する。

家計の就業形態には大別して，（イ)自営収入の造出にのみ労働を投入するもの，（ロ)ま営収入と雇用; 

収入が混在するもの，（ハ)履用収入にのみ依存するもの，がある。（ロ)(ハ)は雇用労働炒会に労働供給を 

行う人員数と自営収入に投入する労働量の多寡によって，さらに各種の形；n に細分されよう。

こめ稿では，第-^に所与の人数の成年（ここでは義務教育終了年隙以上を指す）構成員をもつ任意の. 

一̂家計は，いか/チる条件のもとで，いかなる就業形態をとるか，また雇用労働機会への供給人員数: 

はいかなる条件で決定されるか，ますこ第二にそして同時’に家計グル一プが属用労働機会へ供給をお 

こなう確率（供給人員/ 成年家計人員数）はいかにして決定されるか，を明らかにする。

• 以下の分析では，（《)成年家計人員数が2 名（未成年者数にっいては任意)，（b)各成年家計人員に提示 

された指定労働時間は等しい，（《)各家計の余暇と所得の選好関数（無差別曲線群）に含まれるバラメ 

タのうちの1 個が家計間で興なる（残りのバラメタは家計間で等しい），ぱあいを示す。（a)と(b)は本質 

を損わずに叙述を簡明にするためであり，構成される理論閣式の性質が局所的であることを意味す 

るものではない。すなわち，この橋の方法をそのままくり返し適用することによって，任意の成年. 

家計'人員数のぱあい, および指定労働時間が構成員間で興なるぱあいを扱うことができる。（C)は，

A 型家評の分析から得られた経験の示すところに依抓している。すなわち，適切に定義された家計-
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家計の労働供給の一般理論につV、て 

グループにおける供給確率の’水準および变化は, 余暇の限界効用till線 （線型関数で把握される）の截 

片のま計間における差（截片の大きさは確率分力fで把えられる）を導入することによって，十分に叙述 

できることが明らかにされている。したがって，（C)はすくなくとも分析の現段階icおいてさらに一 

般化する必耍はないと考えられる。

§ 1 :家計の労働供給の一般図式

.； 2 名の家計構成員のそれぞれに需要侧（企業）力、ら提示された貧金率（固定価格表示）を 

とし，需要 側 （企業) の提示する指定労働時間をA (共ai )とする。自営所得（W 用されずに稼得され 

る所得）の造出のためr 投入する労働量を h d と か き ， 自 営 所 傷 を タ （固定価格表示） で示す。 

( ^ ) で ニ  0 における腺界ま営所得造出力を示す。家計の処分可能な総持時間（1 日単位で示

せぱ24 成年家計人員数）を;T とし，み 7^における限界ま営所得'造出力を（ゴタA/みd)mとかく。

X を家計の総所得(固定価格表示)，A を余暇（時間）とする（因1-1)。A 軸上の点?̂ は：n 诗閩を示 

し，点デから下方向へ評H ぱ労働時間をあらわす。

1 I 系 ；収 入 本 特 性 が ( 是 盆 ) ，である家計
• . •

0 エ- 1 で の (縦軸に対する，以下同様)勾配はPFlを示す0 点《の労働時間座標（グとびめ縦座標の 

差，以下同様）はJiである。a bの 勾 配 は で あ り ，b . . 図 I - 1

と^?の縦座標差をあとする0 ■

〔1,1〕 み>// (み*)である家計 

これはI 系の収入率# 性^9もとで, r a a ^ 上の無差別 

曲線との接点み* が点《とダの間にある家計である。

点ゐ* の 労 働 的 時 間 座 標 を とか</レ 

はこの家計の選好特性の一つを（所与の収入率特性のもと 

で）示している6 このケースはさらに二つのぱあいにわかれる。

(1 .1a) r r o o > h  の家f K

点グ m  I -1)から引いた自営所得造出曲線r q上の無差別itil線との接点を> 1 とする。これは， 

収入機会がかりに自営機会だけであるとしたばあいの最適労働投入時間（点グとな1の縦座標差）を与 

える点である。点で檢する無差別曲線" 1と雇用所得造出線グ《どの交点をらとする0 点 レ の

注（1 )'家計の労働供給機の--般旧式の甚本的な考え力については，さきに考察が加えられすこ、堪,•■家けの労働供給の一般 

図式についてj ぢffl学会雑誌第62巻8 母)。この搞では理論:II式が，前稿で扱われたケースを含めてより系統的に設定 

•ま示される。 '

_ _ _  59(72i) —
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r三旧学会雜誌丄72巻6号 （I979ギI2月）

労働時間座標（点グき点の織座標差）を / / ( / 0 とかく。条 件 h (図ト1 と反対に,，ミh が 

« より下にある）は，当該家計のもつ無差別llil線の特性のもう’一つを示すa 

この家計で、は点《が逃ばれる。理由は次の通りである。この家計ぱ，次の4 種類の選択に直面す 

る。すなわち，（1)点ダ1 に位置する（自営にのみ就業)，(2)点びに位置する（(H^,カ）の雇用機会にのみ 

就業)，（3)点みに位置する（履用機会0^ 1 ,ぁ），( W . ,ぁ）の両者に同時就業)；（4)雇用機会と自営機会へ 

の就業を併用する；をの一つは（m ,  /りの雇用後会と自営就業の併用であり，《び上のどこかを 

選択することを意味する。ただし《びは曲線ダヴを点《を始点として画いたものである。第 2 は， 

OVi, f O とG'Vz, h) <0雇用機会に同時に就業し，かつさらに自営就業を併用することである。こ 

のぱあいはbq (びを，点& を始点にL て画いた曲線）上のどこかを選択することになる（ただし, h q上 

には無差別du線との交点のみあり接点はない）。 I

これらのヶ"^スのうち，点を通る無差別曲線が释高位にある（ヶース（2))。したがって肩用労 

働時間とII営 労 働 時 間 を そ れ ぞ れ H aとすると，.He=h, Ih=(K 

(Lib) k > H a o  o m n

この家計では点ルが選ぱれる。すなわちき営のためにが(め）時 間 （点り1と？■の縦座標差）を投入

し，雇用機会への就業はおこなわれない。すなわち,//,ニ 0 , がdニが(ぬ）。有効所得造出曲線

r a q y j c t r a b q 上 の «び部分又はみヴ部分のどこに位置しようとも，また《又はみに位置しようと
( 2 )

も，点 5̂ 1を通る（接する）無差別曲線よりも低位の曲線に位置することになるからである。

0-.2') 2 h > H ( h * ' ) >  h である家計

これは有効所得造出肋線と無羞別曲線の接点が因1 - 1の a b 間にある家計である。この種の家計 

では次の二つのケースが大別される（因1-2)。. ’

図 I - 2
.図 1-3

注（2 ) 〔1.1〕のあ>//(かりである家計と次の〔1.2〕の 2あ る め 家 計 の 間 に は Jt ニ なる家計がある。この

家計では点a 力’、週ぱれHe=^Ti, //rfニ 0 となる。ところで家計の雇用労働機会への供給確举および，就業パターンの 

比率は，後述するようにが(み★)分布の定截分によゥて*!?.えられる。この際Ti ニガ(/のなる//(/の軸上の一点を含 

めても境界値として除外しても，走積夕}値には際上影響はない。したがぅて， みニが(が0 なる境界値はここでは明 

示的な考察の対叙とはしない。

 ----------Q 0 ( ^ V 2 2 ^  •".......

Vi



家計の労働供給の一^般理識について

ここにどCろ2 )は，所 得 造 出 曲 線 に 接 す る 無 差 別 曲 線 002が ( lbと交わる点み2 と点?^の縦 

座壤差である0

この家計では，g i とグの親座標差//(ダ2 ) はが(>2)>が(《)であり，ク2 は b ょり高位の無差 :
(3) _

別曲線にあるから，点 6^2が選択される。したがって，雇用機会にみ時間,自営所得造出のため

〔ぜ(ヴ2)— ム〕時間就業がおこなわれる。すなわち，

H e ニ h ,  H a ニ

(1.2b) H ( b i ) > 2 h である家計

図 1 - 2 で W 2 と 線 の 交 点 み 2 が点みより下方にある家評やある。この種の家計では点ろが選 

択される。すなわち，雇用機会へ2/]時間を供給し，g 営就業れない。 ‘ ■ '

. H e — 2h H d —  0

〔1‘3〕 H ( h * ) > 2 h である家計 . •
(4)

これは，図工-2 の所得造出曲線.デねみと無差別曲線の接点み★が点みより下方にある家計である 

(因 1-3)。 ■

図工-3で，みハ:3：自営所得造出曲線r q をみを始点として画いたものである。ろび上の無差別曲線 

との接点ヴ3 が点めより下方にあると，ぜO s ) を g s とグの縦座標差として， H ( M > 2 h o この 

家計では，点 g zが選択される。すなわち，雇用労働機会には2fiの供給がおこなわれ自営所得の 

造出のために，点ぬと力の縦座標差にあたる時間を投入する。すなわち，

H e ニ 2 h  H a  =  H C 9 z ) - 2 h

2.  n 系 ；收 入 率 特 性 が で あ る 家 計

この系の収入率構造は,自営労働投入が零の点における限界自営所得造出力が履用沙会の賞金率

図 II - 1

図 II-2

//rf=0となる◊ しかしこの境界的ケースは注（2〉注（3 ) HCg,-) =  //(«)なる家計では点ff,はa に一致するからが》=

と同じ理由で考察対象としない。 
r4) //(0,)ニ2ア》なる境界めケースではとゐカレ致するから/■Tド 2み,/ /rf ニ 0 となる。しかしこのケースは注（2 ) とお 

なじ理山で明すゴには考察しない。 、

  ̂Q\{723\ - ~ -
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「三旧学会雑誌」72巻6 号 （1979年1U月）

W 2 より高いという特性をもっている。賞金率恥，m , および自営所得造出I山線グg を図]!-1 に 

示す。この種の収入率特性のもとでの有効所得造出曲線は図]1 - 2の ろ の 形 と な る 。この曲線 

は次のようにして求められる。図]!-1 の 線 分 の 点 1^1からilH線 r q をつなぐ（曲線W^(7)。 

線 分 rWらと平行な直線 II'と VTiヴの接点をとする。グ が 有 効 所 得 造 出 曲 線 で あ り ，図 

ir-2の 点 «' はそれぞれ図]!-1のWダ1,^3/に相当する。図！[-2の 《'みの勾配は図！[-1の fit'/かそ 

れに等しい。

〔2-1〕 み>//〔み* ) である家計

これは，無差別曲線と有効所得造出曲線の接点が図]! - 2 に示されているように，点《より上方
/* 5 )

にある家計やある。

(2.1-a) /i > / / ( w O である家計

図！];-2 で， 営所得造出曲線r q を引き， 曲線上の無差別曲線との接点をd * とする。ゴ* で

接する無差別曲線と有効所得造出曲線との交点をm とし，点m とグの縦座標差をが( W ) とする。
-  -

h 〉H ( j n )は，点 が 図 11-2の点びより上方にあるばあいを示す。この種の家計では点</*が選択 

される。すなわち，ま営就業に//(ダ*)(点ゴ*とグの縦座差）時間を投入し，雇用機会への就業は 

おこなわない。 ■ . . .

H e =  0

(2.1b) HCnt)>  h である家計 -

これは図]r - 2 に示すように，な m が a より下:;̂ にある家計である。点 ^2が選択される。雇用労

働にみ時間就業し，自営所得の造出はおこなわれな
( 6 )

図 II-4

国 II - 3

i±(5) 7i ニ m j t * ) なる境界状態の家計では/?*と が ー 致 す る か ら あ ，が と な る 。し力、し, 注 （2 ) と同じ理由 

で明示しない。 '

( 6 ) この種の家計では，選択対象としては次の5個のケースがある。① /̂*を選択，②を進択，③《〜《'間のどこ力、を選 

択， 'を選択，⑥みを選択0 そして点/i *は，ももろん，指定労働時間の制約のために選択対象となりえない。rf* 

よりもびは高位（の無差別曲線上）にある。交点m が図の点ろより下方にあるときは点をはイ* より高位にある。し 

かし，点みより《は高位に# る。また，所得造出曲線上め《と《'の中間部分のすべての点よりは高位にある0 故に《

-が選択される◊

62(724)



. 家計の労働供給 — 般理論につ、て

H e ニ f i  H d ニ . 0  '

〔2*2〕 //(«')>が（み* ) > / 7 である家計 ン

有効所得造出曲線と無差別曲線の接点が点なとどの間にある家計である（図n-3)。 

i / ( 0 は点《'とグの縦座標差で，《と 《' の縦座標差をみrflとかけぱ，//(«/) 二ぶrf/z<パ。こ 

の種の家計では点/ドが選択される。すなわち雇用労働に就業（み時間) するとともに，ii営所得の 

造出もあわせておこなう0 . .

H e = み， //rf=,?d*

ただしみd *は点 /广と《の縦座標差である。

〔2.3〕 f/(/i*)>//(aO である、家計

.これは，図 H - 4に示すように有効所得造出曲線上と無差别曲線との接点が点がとb (その座標は 

が（み）ョが(《り+ A ) の間にある家計である。 . ■ .

( 2 . 3 a )が(の > が( m O である家計

図II-4において，a a ' qは所得造出曲線rq (0,11-1)を点d:を始点に画いたものである。a'qと

( 8)
の無差別曲線との接点をゴ* とする。 •

当該無差別Iffl線と《'み（又はその延長) の交点を桃/とする。が(み）〉が0 0 はW ' がゐよ.り上方にあ 

ることを示す0 この種の家計では，点 が 選 択 さ れ る 。すなわち，雇用機会へはA だけ供給をお 

こない，自営所得造出のために点《とゴ* の縦座標差に相当する労働役人をおこなう,。

H e =  h , Ha —  H {d * ')—H(^a')

(2.3b) //(w')>が(のである家計

これは交点がみ点より下方にある家計である。この種の家計ではゐが選択される。すなわち, 

雇用機会へ 2ん自営所得の造出にみ/  (点《と《'の綴座標差が(び)一が(め ）を投入するニ .

H e =  2h H d —  hd^^HCa')

〔2.4〕 i/(み* ) >が(み）で あ る 家 計 ,

図H - 4 のゐヴはa’q をみを始点にして画いたもの。b q 上の接点を</**とかく。この截の家計 

は点ゴ* *を選択する。すなわち，Z/gニ2ん = が(ゴ**)-//(の + ぜ (び）である。

. '

3. m系 ；収 入 率 特 性 が 用 〉レ ) ra >.M^2であ’る家計

これは，眼界自営所得造出力が，自営労働投入時間の全域にわたって，第 2 の雇用機会の賞金率 

评2 よりも（自営労働投入の全域にわたって）大きく，第 1 の雇用機会の恥よりも小さいぱあいであ

注（7 ) が(《')=//(が0 なる家針も同じ結« となる。し か し 注 （2 ) と同じ理山で明示しない。

( 8 ) 有効所得造出1山線上の無差別曲線との接点がが より下にあるときは, a a ^ q上の無差別曲線との接点がa ，q の上のど 

とかにある。

( 9 ) 等号//Xm，）ニが(み〉も合めてよいしかし注（2 ) の理山により明示しない。

—— 63(725) —
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図m -

X

図 III - 2

X

る

〔3.1：) である家計

図]E - 2 において，r a q は有効所得造出曲線である 

(線分ド《の縦軸に対する勾配はで， は，グ《?を<2を始点に 

して画いたもの)。 当該曲線と無差別曲線の接点をみ*と 

する6 また点グから引いたi き所得造出曲線r q 上の無 

差別曲線との接点を^/*とする。選択が点C 力パ*のどち 

らになるかは選好関数の性質による。すなわち次のニつ 

のケースにわかれる。

(3.1a) h > H O i d である家計

<^*を通る（接する）無差別曲線と有効所得造出曲線の 

交 点 を " 1 とする。H Q i O は，点 " 1 の労働時間座;^で 

ある。 h は点 が 図 皿 - 2 のなより上方にあ

るぱあ、を示す（因では下にあるぱあいがか、てある）。こ0  

ときは点( U が選択される。すなわち，ま営所得造出の 

ための労働投入があり，雇用機会への供給はおこなわれ 

ない。 ■

i/eニ 0 i/dニが(み）

た だ し H Q d * ) は d * とグの縦座標差である。

( 3 . 1 b )が(《0 > L である家計

点 " 1が点& より下方にあるばあい（因m -2) は点^?が 

逸択される。すなわち，雇用労働にガを供給し，自営所 

得造出のための労働投入はない。 ；

H e ニ h  H d ~  0

〔3*2〕 が（み*)> を で あ る 家 計 .

有効所得造出曲線と無差別曲線の接点が点より下方にある（図IH-3) 家計である。この種の家 

針では点み* が選択される。すなわち，雇用機会に対してほ方が供給され,自営所得造出のために 

み* とびの縦座標差に相当する時間が投入される。

H e ニ h  l i d ニ H ( h * ' )  —  h

(10)
III系の収入率特性をもつ家計では，第 2 の履; 機 会 （賃金率PK2)への供給はおこなわれない‘

注(1 0 )境 界 状 態 の な る 家 計 で は が *= が，がゴ= 0 となり，C3.ib)の結来とおなじになる。しかし，このケース 

は，（注2 ) の理山から明示しない。

64(7^0)
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家計の労働供給の一般理論について

4. IV系 ；収入率特性が { ^ \  > ト ド ト ド 2 で あ る 家 計 ■ *

この収入率特性系は，m 系のばあいよりもさらに限界自営所得造出が（特に自営労働投入0の近 

傍で）大きいぱあいに相当する（図^- 1 ) 0この系でも（M 系とおなじく）第 2 の履用機会の賞金率PFa

が 服 界 自 営 所 得 造 出 力 の 最 小 値 よ り 小 さ い の で ，W , の雇用機会は選択対象とはならない0

図 IV-1 図IV - 2

■X

因 F - 2 において，r々は自営所得造出仙線，ん は 縦 軸 に 対 す る 勾 配 が で あ る 直 線 と の  

接点である。もから測って縦座標差がみなる点《を定め.（勾配はW^ ) ' ,自営所得造出I山線のゴ1び部 

分を《を始点にしてつなぎとする。グんは有効所得造出曲轉である。 •

〔4.1〕 h a ^ > H ( h *')である家計
(10)

有効所得造出曲！！と無差別線の接点が国]V - 2 の点んより上方にある家計である。この種の選好 

をもつ家計では点み*が選択される。すなわち，自営所得造出のためにが（/?*)時 間 （み*とグの縦座 

標差）が役入され，肩用機会への供給はない。

が 斤 0 , がdニが（み*)

〔4.2〕 //(«) >ぜ（み* ) >ガ(ゴ1) である家計 

ここに H ( j i )は点^?とダの縦座標差，が（ん）はん 

とデの縦座標差である（01V-3)。これは，有効所得造出 

曲線と無差別曲線の接点が点^ 2とんの閩にある家計で

ある。二つのケースにわかれる。

(4.2a) i / ( « ) > / / ( m ) であネ家計 

. 自営所得造出曲線rchg上の無差別曲線との接点をゴ*

とかき，ゴ* を通 る （接する）無 差 別 曲 線 と 有 効 所 得  

造出曲線との交点（ニつ交点のうちの下方）をm とかく。

図1V-3

A

hj-

0

N 5 U a*

~

H 、、、
す 9 、

X

法(10) 等号のケースすなわも//(び)ニ//(めりであるまi十は点《を選说し，H .- T i , //ィニ(ふ）となる。し力、し，このケー 

スは注（2 ) の理由から明示しない。 、
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Z / O w )は点m と？'の縦座標差である。l K a )〉H Q n )は，交点？" が ]V- 3に示すように点びより上 

方にある家計を示す0 この種の家計では二つのケースが区別される。点ダから勾配m の線分グA  

をひく。が04) ニ/'とする。/Iを始点に自営所得造出曲線/!な' （図IV—  ；!のグの'をひく（これは点《で 

有効所得造出曲線に接する）。

(4.2 a 1) <  が / U デと交点をもたぬ家計

この種の家計では，点 が 選 択 さ れ る 6 すなわち，向営所得の造出のために/ / キ）（rf*とr のおを 

座標差）時間を役入し '屈用機会への供給はおこなわれない。

........   H eニ G , / / dニ / / (rf*)

(4.2a2) がパグと交点‘もつ家計

との館の家計ではvl叫’上の無差別曲線との接点（因F-3 には示してなV、。この点〔rf+とかく〕はrf* 

より高位にあを）が選択される。すなわち，雇用と自営の両方に就業する。

H e —  h  ,  H a ニ H ( ゴ + )  —  h  ,

■ (11)

ただし//(ゴ+ )は接点ゴ+ とダの縦座標差である。

(4.2b) //(w)> が 0 ) であ;;6 家計

これは交点W がより下方にある家計であり，点 が !

選択される。す わ ち ，雇用機会に/S時間供給しま営所 

得造出のためにあわせて hd、時 間 （もとr の縦座標差ネ 

を投入する。.

He =  h i  H  dニ H  (ji {)

C4.3) である家計

図 IV-4

無差別曲線と有効所得造出llil線の接点が，点《より下にある家計である（図卞-4)。この種の家

計では接点み* が選択される。すなわち，雇用機会への供給はメム自営所得造出のためにんと
(12)

の縦座標差 （ぜ(ん)）と h * と《の徽座標差 0 7 ( み=*=)-が(び)） の合計分を投入する

■ H e ニ h //dニ/ / が（み*)一が(び）.

5.  V 系 ；収入率特性が (な )。 な ) m でぁる家計 、

この収入率特性は，限界自営所得造出力がDI, F 系のぱあいよりも，速に逾減するばあいである。 

図 V - l でグを始点とする自営所得造出曲線をr d 1(1で示す。た だ し 点 ん は ，縦軸に対する勾配 

が賞金率に等しい直線と自営所得造出曲線の接点である。んとの縦座標がぶに等しい点びを勾 

配 VKiでとり， 《を始点として自営所得造出仙線のfifiマ部分を画いたのが111]線 ゐ 《である。ただ

注（1りこの種のケースは架原炎‘7TUため示唆による。

G 2): .'irf, ニ//= ( み* ) . のケ一スをふくめてよい。しかしC こでは, 注 （2 ) の理山で明示しない0
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家計の労{動供給の一般理論について 

わ，点みはび<?上で，縦軸にぜする勾配が赁金率に等 

，しい直線との接点である。点 £̂ は， みにおける接線上の， j
T

ろとの縦座標差がみである点を示す。自営所得造出llll線の 

•bq部分を6'を始点として画いたものがe g である。有 効 A 

，所得造出lUi線ほ, r d \ abcqで示される。 hi

〔5‘1；) が（も）>//(/ド） である家計 

有効所得造出仙線上の無差別llll線との接点み* が図Y-1
(13)

の点んより,上方にある家計である（因V-2を参照)。この種 

の家計でぱ，あきらかに点/けが選択される。すなわち自 

営所得造出の’ために/!*とダの縦座標差（//(/!*))だけを 

.投入し，雇用機会への供給'は•おこなわない。
A

He— ̂  ニ//(み*) ?v
{

C5.2] H W y H U i ^ y y H Q d d  である家計 J

これは, 有効所得造出曲線と無差別曲線の接点が図V -  

1 の .と の 間 に あ る 家 計 で あ る V -3を参照）。この種 

の家計は次め二つの場合にわかれる。

(5.2a) HQa')> H(ni) である家計 

自ぜ所得造出曲線グ0 (因V -3)と無差別曲線の接点を 

イ* とする。ゴ* を通る（接する）無差別fill線と有効所得造 

出曲線の交点（ニ交点のうち下方) をm とし，点 ' と"‘tの縦 

座標差をが0 0 と力、.く。が（《) > / / ( m ) は，？化'が点びよ 

り上方にあることを示す。この種の家計ではIV■-2 a と同 

捕の推論を適用できる。したがって図F - 3 を V - 3 と読み 

かえて再び使うことにする（因IV-3 t v - 3 の記号は共通)。

(5.2«1)/I叫 / (図IV-3) ゼ、 f u j と交点をもたぬ家計 

この種の家計でぱ点ゴ* が選択される。すなわち，自営 

所得の造出に I K d * ) (点ィ/*とr の縱座標差） だけを投入 

Iし，廣用機会への供給はおこなわない。 •

H e ニ 0 Ho-Hid*-)

(5.2a2) け ';■/I卯/と交点をもつ家計

• この種の家計ではゴ十（4.2a2参照）が選択される。

0

図V - 1

図V - 2

X

図V - 3

，注（1 3 )ガ(ん）ニぜ(が=)のケースをふくめてよい。しかし，注 （2 ) の理山で明Sミしない

， —— Q7(729) —— ■

⑩ 欲 ⑥ 改̂ 想'⑩ ね ，，ド—-'納，他'ルす瓶ルホが糊をも'錄 湖 ^̂̂^̂ ^̂̂̂̂*^^^̂^̂^̂^



偶，-、ベ‘ ■•，ネ， " 、..、 > -S aV 各5、 C •'パ， え， * . *■ \： - ̂ JC - *■ ' •' -1,' ̂  , * 、' • - ' " - '̂ '--P：

r三n]学会制t誌j 72巻 6 号 （19?9年I2月）

He=fi, Ha^I-Kd+-)-h 

( 5 . 2 b )が0 «)>//(めである家評 

これは交点W 力，、点《より下方fこある家計である（図 

V -3参照。ただしこの図では<?より上方にかいてある）0 この 

種の家託では《が選択される。すなわち，貧金率1ゲ 1の 

雇用機会へを供給し，あわせて自営所得造出のため 

H i d d  (点 も とデの縦座標差）を投入する。すなわち，

H e ニ  h  / f d ニ / / ( ゴ 1 )

(14)
である。

C5.3D //(み）>  が（&*)>//(めである家計

これは，有効所得造出曲線上の無差別曲線との接点が
(15)

図v-lのとみの間にある家計である。

との種の家計ではあきらかに接点み* (図V-4) が選択 

される。すなわち，雇用機会に4 を供給し，自営所得 

造出のために接点h* と点びの縦座標差に相当する時間 

(//(/^*)-//(«))およびが(ん）の合計を投入する。

H eニ h H dニI K d i ) +  H(：h*^ - H(：a) 〜

〔5.4〕 ぜ00 > / / (み*)>//(み） である家計

有効所得造出曲線上の無差別曲線との接点み* が点む
(16)

とe の間にある家計である。

II営所得造出曲線のゴ1ヴ部分（因V-りを， 0 を始点 

として画いた《みヴ(図V-5-!)上にお:サる無差別Oil線との 

接点をゴ2 * とする。ゴ2 *を 通 る （接する）無差如j曲線と 

有効所得造出曲線b C q ' との交点(ニつある交点のうち下方 

のもめ）を と か く 。m ' が点C の上にあるか下にある 

かによって，次の二つの場合が区训される。

(5.4a) / f O ) > / / ( w O  である家計 

ここに//(C：), はそれぞれ有効所得造出曲線上

の点C および讲/ と r の縦座標差である。この条件は交

図 V - 5 - 1

X

0  V  -5-2

X：

注(14) H C h*}= H C a-)でをる家計はあきらかに点《を選択し（5.2b ) と同じ形になる。しかし注（2 ) の理山で，このヶ， 

スは明す< しない。 ■■

(1 5 )ぜひ）ニ //(が0 の境界的ケースは注< 2 ) の理li]で明示しない。

(16) /Z(e)ニ //(が')の境み的ケースを含めてよい。し力、し，注 （2 ) の理山で明示しない。

QS(730)
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家計の労働供給の一般理論について

点W'が C の上方にあることを示す。この種の家計ではF 2 -aまたはY 2 - aと筒様の推論を適用できる。 

( 5 . 4 a l )曲 線 (因V 5-2)の/?C V 部分がか:2 と交点をもたない家計 

図V 5 - 2では図V 5 - 1 の点《より下方を部分的に示してある0 因のように交点のない家計ではん* 

が選択される。すなわち，賃金率VKiの履用機会にをを供給し， 自営所得造出のために， d i と r 

の 縦 座 標 差 に あ た る お よ び ゴ 2 * と 親 座 標 差 に あ た る //0/2*)— //(び) の合計を，投入 

する。

、 H e ニ  h i/ciニi ^0 /0  + ぜ (み *)一が (《)

, ( 5 , 4 a 2 )曲！！ の ゲ 部 分 が Wもと交点をもつ家fl，

図 V 5 - 2 の曲線i?Cデ部分の，’無 差 別 曲 線 と の 接 点 を (同図でぱ交点をもたぬ場合がかいてあり， 

ゴ++点は示してない）を選択する。すなわち賞金率m とm の雇用機会へそれぞれ/ね時間就業し，あ 

わせて自営労働にも就業する。 ’

H e = 2 k ,  H a  =  H i d + +：} - 2 h  

た だ し //(れ +)は点ゴ++とr の縦座標差である。’

(5.4b) が(。である家t十

これは，点 が C より下方にある家計である（図V 5-l-l)oこの種の家計では点C が選択され 

る。すなわち雇用労働機会には1^1の賃金率との賃金率で各ルずつ，ま営所得造出のために， 

H i d ' ) および//(み）一//(fi)(みと《の縦座標差）の合計 

に相当する時間を投入する。

H e ~ 2 h f  も）+  //(み）一//(<2)

〔5.5〕 i7(み*)〉が(^0である家計 

これは有効所得造出線と無差別iMl線 （図V-5-1の破 

線）の接点が点C より下方にある家計である。ただし図 

V -5 - 1 で曲線デは,自営所得造出曲線の一部ろダ を C 

を始点として画いたものである。 この種の家計では， も 

ちろん，接点み* * が選択される。すなわち，雇用機会 

に 2んを供給し，さらに自営所得造出のたんに，I K d O と H O f ) - H i め および//(み**)一/7(e) 

(A* *と の縦座標差）の合計分を投入する4 ,

H e ^ 2 h  H  a -  H  ( d 0  +  H  —  H  (：a) +  H  (Ji**) —  II (：c)

図の

ぢ， VI系 ；収入率转性が (ね ) 。 ノ  である家計

この収入率特性をもつ家計は，自営丽得造出曲線の全域（因VIの曲線r g ) に わ たって, 限界自営 

所得造出力は，資 金 率 よ り も 大 き い 。したがって，有効所得造出[ill線は, 自営所得造

 QQ(T3D ™ —
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出llil線 n ? そのものである。

この糖の家許では，有効所得造出曲線グヴ上の無差別仙線との接点/けが選択される。すなわち; 

屈用機会への供給はなく，自営所得造出にのみ//(み* ) 時 間 （点み*とグの縱座標差）が投入される。 

H e  — 0, —

§ 2 各種の就業タイプの家計の発生する確率

1 I 系収入率特性のもとでの各種夕イプの家計の発生する機構と発生の確率

前節〔1.1〕〜ひ.4〕の分析結果をまとめて表1 に示す。

表'1 収入率特性I系のばあい

⑧ ⑩ 無 差 別 llll線 の 特 性
自営就業

◎
雇用就業 ⑧

1.1a h >H(h*) H { h ) > h  , . 無 k w. a
1.1b h >H(h*) H { h ) ^ h 有 無 w,
1.2a 2h>H{h*)>h 2h>H{b^) H{g^)>H{a) 有 h w. a
1.2b 2h>H(h*)>h 2h<H{b2) 無 2h w, a
1.3 H(h*)>2h H(g,)>2h 有 2h w. a

これらの結果から，収入率# 性エ系をも'^家計の就業形態（雇用労働と自営労働への労働供給）は， 

三つの時間変数，すなわち，が(/?*)の:存在域,.//(/i)の存在域，HQjz')の存在域の組合せに依 

存することが知られる。ここに/ゾ(/i), H ( b z )およびif(み* ) の値は，それぞれ,収义率特性を 

所与とするときは，逃好関数のパラメク（余股と所得の無差別線の形）にのみ依存してきまる。し 

たがって，三者の値は，家計の選好関数のパラメタの値を媒介にして，相互に関連しあっている。 

例えば，が（ゐ* )の家計間における大小差は, / / ( / 0 の値の大小差と一定の関係のもとに対応して 

いる。. ’.

図 1 - 1 の点み* と /iの関係を

,  H ( J O  ニミl U - K h  う ' ]

とあらわす。た だ し 関 数 は / / (//*)の領域 .

ft 0

について定義される。

r)

注( 1 ? )金暇と所得の選好IMj数を

( 1 ) (Uニ ®(ズ , A, 7")ニ ズ , 一 '：,

自得所得遭IM関数を . ■

(2) Xd ニ XdOid, «)

とかく。X は家計所得個定価格表示)， 4 は余 股時間 はほ 常所 得（固矩(|1嘯 |1^710,み と h d は，それそ‘れ家

10(732)
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家計の労働供給の一般理臉について 

図工-2の点(/2において接する無差別曲線か2 と線分a b又はその® 長との交点む2の労働時間座標 

をが Cゐ2 ) とする。//(み2 ) と，線分《み上の無差別曲線との接点/**の座標が（み*)の関係を

3) //(み2) ニら[//(み*)]

とかく。ただし，ミi は ‘ ■

4) 2^ >//(/?*)> h
(18)

に対して定義される。

計構成員の総労働時間と自営労働投入時間6 ?•と《はそれぞれ選好関数と® 営所^#造出関数のバラメタ集合。0 )にお 

いてX = > ：rf, /? ニ/»</とおき,，（2 ) を代人して， ■

(10 0>ニ の a), T - h i ,  r l
を得る6 (1，）において，

■ ( 3 ) お ニ 。 ，

とおき，(3)を h d に'0 いて解く。これを，

(4 ) hdニGベ a,, r )
とかく。（4 ) は図ト1 の点の労働時間座標(?1とr の縦座標塞）を与える。 の所得座標は（4) を ゆ に 代  

入して.

(5) XdニXd [G,(a, r)«]

で与えられる。9、を通る（接する）無差別曲成«<riの方程式は次のとおウ1̂こ求められる。（りの右辺に（4 ) と （5)

を代入して

(6 ) . (0 シ ニ <«[ズゴ[G，（《, If ), of]，T  一 7" )，，f ]。 .

(りの左辺を（6 ) で代置して，

(7) 0 [ギ  rf[GiO, r), a], T-Gria, r ), r] ニ ぺ 'Y, T-h, r)

これがOHの方程式である。 , ''

有効所得造出曲線は，

(8-1) X = W jt (ゐ'ざ 万 に 対 し て ） 、

( 8 - 2 ) ズニ 五に対■して） '

で与えられる。交点/1の労働時間座標が( [ ) は （7 ) と （8-りを連立して求められる。ただしその時の解が，h ^ h  
を充足しなけれぱ（7 ) と （8-2) を連立して得られる◊ したがつて，

(9 - 1 )が(ム）コ?>1(^^,を|«, y ) [ が に 対 し て ]

(9-2) W jl\ a , r ) 〔ぜ(/,)>/» に対して〕

点み* のHk標 は，次のとおりに求められる。（8-1)を （1) に代入して 

(10) " =  « [HVf, r - み，‘?"]

，これから' ^  ニ 0,をつく，りみについて解けぱ' ， - -

(11)ぜ(な★)ニ ん (ŵ ,, r)

( 9 - n と （n ) 又は（9-2 ) と（n ) から選好関数のパラメタ集合r のうちの任意のi個（家計間で値が興なる）を消去し 

て，ぜ(/,)とが(ゐ*)の関係 , . .

(12) が(/,)ニ€，[//(/»り| W i , W., h , a, f ]
が導かれるパは。 rのうち1個を消去した残りのパラメタ後合である。（I2) は本文のを：に相当する。

注( 1 8 )曲線 r o q の方程式は

( 1 ) X  =  W ,{C h ■ \ -h H X d (.h -J i, a) ;

で与えられる。ただし, (1) の X d は，注 （17)の式；(2)であり，f i $ 7 iに 対して , C - 0 , かつ，Xd==0 ；; h > h 
に 対 し て と す る 。選好関数 .

( 2 ) <0 ニ 0>(^X, T*一み♦ マ）

に （1 )を代入して（3) do>ldhニ Q をみにつき解き，解を

( 4 ) ゐニ G?•(な , '）

とかく。これは点ダ/(図 【-2) の労働時間座標を与える0 (4 )を （1 )に代入して，

(5 ) ^ ^らニ ff [̂C • G2(", t ) +  h^+XdtGiCa, f )—  /#, « ]

   —
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図 VD

H ib^) = ^ S H { h * ) )

M  ろ1)ニら!://(ん*)〕

H (h * )

12b)

M =^2h  
^  —  0

M H { h * ) \ W „  W 2，ka, r) *

図W の第1 象限のfill線 0/(1, /(2/iC3はそれぞれ関数を1 ともを示す（後軸はだ(/,〉と//(ろ2) の大き 

さを目盛る)。曲線0/(1上の点/ , 曲線だ2だ3 の始点/(2,およびK A 上の点ぎは,以下に示すとお 

り，’家計の業パタ一.ンを区別する境界点となる。

，有効所得造出曲線上の無差別曲線との接点が（み* ) は，家計間で,’杂暇と所得の無差別曲線の形 

のち力*、い(選好関数のバラメタの値の差）によってれ?ゐ (図 1 - 1 )上にちらばる。//(み*)め分布を第 

4 象限の（密鹿）分布曲線/ i[i/(み*)n ゲ 1 , W 2 , び， n で示す。

点 / ,横 軸 上 の 点 ら 点 M , および横軸上の点2みから, それぞれ垂線をおろすことによって，

はのの所得座標を与える。（4 ) と （5 )を （2)に入れ

(6) « [ズゎ， r)rJ

で与えられるダ，を得る。（2).の 左 辺 を で 代 置 し て ，

( 7 ) "むニ"(ズ，T —h , r)

は，図 1 - 2の曲線の力程式である。半直線 a b の方程式は,

(8) X  ニ Wjt + W ベ h -]i)

で与‘;t られる。（7 ) と （8 ) を連立して/?について解けば，点ろ，の労働時間座標

(9) BXih)ニ W^h\a,- r)

を得‘

半直線 r a d の方程式は，

(10) X  ニ Wjl + W,(：h - hy, h > h

で与えられる。とれを（2 ) の义に代入して，ゴ《/ゴ/»ニ 0 を解けぱ，図 I 2 の接点h * の労働座標//(み* ) は，

(n) w „ r) »

でキえられる。（1り と （9 )から注(1りと同様にr の1 バラメタを消去すれば，が(ゐ0 とが(//★)の関係

が(み,)ニ [が(A*)]

が求められる。これは本文（3 )式のらである。

12(734)



家計の労働供給の一 -般理論について 

密度分布曲線/ 1の囲む面積はW^i,评2, VFs, およびH V の 5 つの部分に分割される。

表 1 と図W を照応して，各就業形態（ま1◎欄）の発生の確率は® 欄に示すとおり，各々W V - W s  

.の面積で与えられることがわかる。 2名の成年構成員のうち少なくとも1名が履用労働に供給をお

こなう家計を⑧欄にびで示す。われわれが従来分析を適用してきた>4型家計（夫婦と不!定数からな

る雇用労働を主な収入源とする家計）はなの中にふくまれる。 ’

,

2 n 系収入率特性のもとでの各種タイプの家計の発生する機構と発生の確率

前節〔2-1〕〜〔2-4〕の分析結果を表2 にまとめる。
• • /

表2 収入率特性II系のばあい

⑧ 自営就業
◎
雇用就業 © ⑧

2.1a h < H { h * ) .  h > H ( m ) 有 無 も

‘ 2.1b h > H { h * )  h < H { m ) 無 . h も a

2.2 H { a ^ ) > H { h * ) > h  . ‘ 有 h a .

2.3a H { b ) > H { h * ) > H { a ^ )  H いn') く H(J>) 有 h ^4 a

2.3b //("!')>//(み） 有 2h . a

2.4 H ( k * ) > H ( b ) 有 . 2h Xs a

表 2 から，収入率特性![系の家計の就藥構造は,.選好バラメタにより決定される変数が（かりと 

i / ( m ) , および// ( > / )の位置という3 個の条件の組合せに依存することがわかる。三者は， I 系 

，のぱあいと同様に，選好関数のバラメタの値を媒介にして相互に関連している。図!！ 2 の h * とm  

の労働時間座標の関係を ’

が(m)ニら[//(/^*)];ぶ>//(み*)に対して
(19) '

とかき，図]]> 4 のみ* とW ' の労働時間座標の関係を

 : ; :      * '
:注(19)図 II-2の rrf*びの所得座標の方程式は 

' ( 1 ) X = X d< Jt, «■)

である。これを逃好関数の ニ 《K X , T —h , r ) のJめ こ 代 入 し て ニ  0 を解き,解を

( 2 ) が(</*)ニ(3,0, r)

とかく。これは点の労働時間座银である。（2 ) を （1 )のみに代入して，ゴ* の所得座標は

(3),ズ rf*ニ ふ f[G,(«, r ) , び〕

で求められる。（2 )と （3)をに代入して，

(4) <»dif̂ (»iXe{G»icx, y ), a], T -G,(a, t'), )0

を#, (4 )で選好関数の左辺を代置すれば， * '

(5) "</* ニ"（ズ， T  一 h , T ) , -

力*、，ゴ*を通る（接する）無差別曲線の方程式である。

曲線 f a q の方程式は ，

(6) X = W jl+ X d C h - f f ( j O , «)

であるから，（5),と (6)を/fについは解けは’，点…の労働時問座標H C m )が求められる。すなわち，

(7) //■(»/)=?)‘（ も，.《, t) 

r a 上の接点h * の労働時間座標は，

X  ニ]V," 、

—̂—  .*73(735)—----

i

I



を《に代入してt/Wc?ゐニ 0 を解いて求められる。これを

(8) ニM W i , T i ,  a, r)

とかく◊ ( 7 )と （8 )からr の耍素の一^個を消去して，本文の関数ら，

( 9 ) が 0«) ニら[が(め*), る，び，':]

を得る。

注( 2 0 )図 II 4 の 《'ろを延長した半直線の方程式は

( 1 ) JC =  JV ,/I(a) +  X d [ f f ( a ' ) —11(a), a J + W , ( h - / / ( a O )
で与えられるo G ) を選好関数ニ <wOsr, T  一 h , r ) に代入して.</か/ゴ 0 を解けぱ点/の労働時間座標

(2) h , a, r )
が求められる。

図の c ca 'd *gの方程式は ， .

( 3 ) ズ ニ 《 1̂ガ (《) + ；̂ ボ ゐ -//(>)), a ] k}

であり，とれを選好関数に代入してゴ《がゐニ 0を解けぱ点<5? * の 労働特間座標

(4) Hid*y=^Hd*lWt, a , rl
が求められる。これを（3 ) の/jに代入して点</*の所得座標

(5) パ ニ 义 Tt, a , Y) ■

74 (75  の
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//("/) ニ 1̂ 4[が（/^*)]; が（/?*)>//(V) に対して

とかく 4

raa'bq (図!!"4) 上における接点//(み* ) の家計間分布を/ 2[が（み* ) W^,

図 Ym

， グ] とかき!
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. 家Itのサ働供給の一般理論について

図IIの第4 象限に示す。図W の 0/4L!, La B  U は，それぞれ関数ら，らを示す。雨曲線上の点, 

ん L u  Ls, B , ム3からおろした垂線で決まる曲線/ 2下 の 面 積 〜 义 6力;，収入率特性•ネII 

のもとで各糖の就秦形態の発生する確率を与える0

3 m系収入率特性のもとでの各種タイプの家計の発生ずる機構と発生の確率

前節〔3.1〕，〜〔3.3〕の分析結果をまとめて，表 3 に示す。

表 3 収入率構造in系のばあい

④ ⑧ 無 差 別 曲 線 ’の 特 性
©

自営就業履用就業 ®  ' ⑧

3 . U h >H(h*) Jl > H ( H i) 有 無 ■Vi

3.1b h >H{h*) h <H{tii) 無 h . y2 a

3.2 H { h * ) > h H{h*)~h h yz a

表 3 から知られるように，in系の収入率構造をもつ家評の就業形態は，二つの時間変数すなわち

ぜ（み*), H ( n O の存在域の組合せに依存する。三つの時間変数は選好開数のパラメタの値を媒介'

として，関連しあっている。 ■ > .

図皿-2 ‘の 点 と み * の 労 働 時 間 座 標 が (《1 ) と//(み* ) の関係を，

が ぜ （み*)〕， ぜ（/?*)>が（《)に対して 
(21) ' ■

であらわす◊

を得る。（4)(5)を選好関数トこ代入して，指標

( 6 ) かfi* 三 り h, Of， P)f T 一 [ダ PFi, or, r ]， T1

を得る。選好関数の左辺を（6 ) の値におき，点もで技する無達別iHiiか方舞式ぼ

(7) « [ズ ゴ 1 ,«, r), a, r], r]ニ 《( ん  T-h,  r)

となる。( 1 )と （7 ) を速立して/iについて解けぱ（ニ根のうちの大きい方をとつて)，点の労働時間座標

(8) / / o « ' ) = A ( . w v Ti, a , r)

を得る。( 2 )と（8 ) 力、ら，}̂ のうちの1個を消去して，が(が0 と を 結 ぶ 関 係 式

( 9 )が(w') = を*[が(/け)]

が求められる。 ，

注(2り の 値 は 次 の 手 続 で 求 め ら れ る 。|U|線 Y a q の力程式は，

( 1 ) J(；= C  . - C ) [ W j l + X d ( h - h ,  a)}
ただし，みざあに対してはC* ニ 1 , / ? >あに対してはC ニ 0★とるものとするo (1)を®に代入してのがみニ 0を解 

けぱ，h の解が(が0 は

(2) h, OC, r)

d * 点の労働的時間k 標 を 求 め る 。" 関数にズニズrf(/り « ) を代入しでゴゴもニ0 を解き，解を

(3) H (d *) =  H d * ia , r)… も/点め労働時向座操 

とかく。これを閲数ズに代人して。

■ (4) X d*=^kdlH d*ia, r \  « ]… 点の所得座標

(3 )(4)を" に代入して，

(5) o>d*=r [A；d[i/<i：j：(a , Y ), Y ] ,ヤ— Hdチぐ a，T )i t D ■

. を得る。 . ——
( 6 ) かrf*ニ "[>, T~h, r l -- ■ '

は，ゴ*で接する無差別111!線 の 方 © 式である。（6 ) と （1 )を速立して，/けこついて解けぱ点の労働時間座懷

(7) //(",)ニ H, «. r) '

— - 7 5 ( 7 5 7 )一 - 一  .
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図 IX

グ叫 (図102 ) 上の接点が（/^*)の分布をム[ / / a * ) i H v も び ， n とかき，因K の第4 象 

限に;^す。第 1 象限の曲線は関数を5 を示す0 点パからおろした垂線および横軸上のみからおろし 

た垂線はが（た* ) の密度分布曲線/ 2.下 の 面 積 を の 三 個 の 部 分 に 分 割 す る 。これらは,.,図 

にデすとおりの就業構造の発生確率を与える0

4 IV系収入特性のもとでの各種夕イプの家計の発生する機携と発生の雄率

〔4‘1〕〜〔4.4〕の結果は表4 のようにまとめられる。

表4 収入率特性IV系のばあい

⑧ . ⑧ 無 差 別 曲 線 の 特 性
自営就業②®用就業

4.1 B(h*)<H(dr) 有 Zi
4 .2a l B(a)>II(/i*)>H(dO が（《)>//("?)交点なレ 有 無 Zz
4.2a2 Ji(a)>(/i*)>H(di)が( f O > が0 »)交点あり 有 h «’s a
4.2b / / ( « ) > / / ( /广）>  が(も） H { m ) > H { a ) 有 ‘ h へ a
4.3 H(h*)>H(a) 有 • h a

交点あり，なしは図IV-3のパびと<0^の交点の有無を示す。

が求められる。（り の ん と （2 ) の i f 'からr の共通の1要素を消去すれぱ，本文のも曲数 

(8) f f O O -ら ぶ , « ，パ]

が遵かれる/̂

76(738)
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. ま計の労働供給の一般理論について

ま 4 から，収入率特性F 系のもとでは，家計の就業構造は旧！/-2，IV■-3の点 h * と点の労働時 

間座標が（み*), H Q r O の位置およびWひ (図が-3) の交点の有無に依存することが知られる。 

//(み* ) とが( m ) は，所与の収入率構造のもとでは選好関数のパラメタによってきまる。したがっ 

て, 家計間の無差別曲線の形の差によって異なるが（，び）とH Q fO の値の組合せが各糖の就業抵造 

を生じる。が（み* ) と//0 0 め関係を

//(m) ニを 6[が（み * ) ] ;ガ  0 0 > が（/ド）>//(も）
(22)

とあらわす。

図X

注(2 2 )有効所得造出曲線r d ia q  (図 1V-2)は，

( 1 ) X ニズd(ih, «) + CiW^,(め - ガ (も :)）+C,ズrf(/»- が 00, a)

で与えられる。ただし，.みくが(も）に 対 し て は 0 , H (d,')< h < H { a )に 対 し て は h >  i/ ( « )に 

対してはC \ = C，=.lである。

(1 )をに代入してゴゴム= 0 を解くと

(2) ニ<p,OV" Ti,び， r)

を得る。 リ ,
g 営所得造出II!，線 rdiUの方程式は（1 )においてC,ニ C ^ = 0 のぱあいにあたる。これをに代入してがめ= 0

を解くと，rf* の労働時間座標

(3).が(ゴりニ/^< M > ，r) ,

を得る。所得座標は（3 ) をズ乂，へ 《) に代入して，

( 4 ) 义rf*ニ义</[が マ ），《]

となる。(3 )と （4) をに代入して

(5) 0V*ニ " [X/[/び （《, r), « ] . ァ 一 r), r3 、

か閲数の左辺を（5) で代腔して . •

(6) <o[_XdUid*C*̂  f T )| « ]» ァ — が 《/*(«, Y )| J*]ニ (义 ， T — h, y)

—— ■ 77(739) — •
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1«1線 rん 叫 （図IV2 )上の接点//(み* ) の家計問分布を/ 4[が（み*) IŴ i, TF2, h r i とかき，

第 4 象限に示す（図X) 0 因X の曲線M んV/'は開数らを示す0 //(み*)軸上に<5をと;6 。 5 は 0>ィ*
" (23)

(図IV-3) 力' ; に接する家計における/ 点の時間座標の値である。曲線上の点ルM M / からそれぞ 

れ垂線をおろせば, が（み* ) の密度分布曲線下の面積は垂線の足と点(5で>21,ハ，z/, <23'/, Z iの 

5 個の部分に分割される。これらの面積は図に所海の各種就業形態の発生確率を与える。

5 V 系収入率特性のもとでの各権タイプの家計の発生する機構と発生の確率

〔5.1〕〜〔5.7〕の結果を爱5 にまとめる。就業構造は;なみ*, W およびW./の位置および図V5-2

(またはIV-3) の B C  (またはバ《<7’）と無差別曲線の交点の有無に依存することが知られる。因 V-3 

点 m と k * の労働時間座標の関係を
(24)

/ / 0 0 ニら[//(/?*)];

饥/ とみ* の労働時間座標の関係を，

た だ し //(ゴ★)>が(も）

こ れ は を 通 る （接する）無達別1山線の方程式て，ある。（6 ) と （1 ) (ClニC , = 1 とおく）を速立して， について解 

けば"*の労働時間座標

(7) II(m}=<ptCW„ h, a, y )

• を得る。（7 ) と （2 )から？■の1要素を消去すれぱ本文の関数ら ,
//(，《) ニを,[が(A*)] •

が導かれる。

注(2 3 )図IV-3の 曲 線 （注（22)の（6)式）とAsrヴ'曲線(図IV-3)<セニズrf[('ト あ），《] + W^i/7)が接するまf十における）•の 

値は，両曲線の方程式を連立してX と/りこついて解いた根が宾の重根であるという条件から求められる9 ほ営所得造出 

曲線と無差別曲線が2 次関数で与えられるときは， r の計算は容易である。このrの値を？■厂とかけば，これを，注 

(22)の(2)式に代入して，HXh*)=>pベWi,Ji, a, r«)ョタによりタが求められる。

( 2 4 )図Y - 3 点 f/*の労働的時間座標は， .

( 1 ) X=x,(h,  a )  ’
.を" に代入してゴW ゴゐニ。を解いて

( 2 ) ガ0/*) = 仏M > ,  > )

所得座標は（2) を （1) に代入して

(3) Xd*=XdlHd^(a, Y )» «].

(2), ( 3 )を"[义，T —h , r ] に代入して，.

( 4 ) かパョ(uOrf[が r \  «], 

d * で接する無差別線の力程.式は

(5) (Orf* ニ (0[ズ ， T~h, r'] 
r d ,a  !lij線は，

(6) X^C.Xdlh, «] + (l — C Jズrf[が(も)，《] + (l— み ■ 

ただし，みg//(も）に対してはニ 0, h > H ( d , )に対してはCiニ 0 とする。（6 ) と （5 ) を連立して/けこついて解 

け ぱ （最大の獎根） は点"*の労働時問座標を与える。すなわち，

(7) //(m)ニ 9 W "  «, n  '

ただし，が(ん）.は《とr であらわされるから明示的に•，の中に書いてない。

み*の労働時間座標は,，（6 ) においてC ,ニ 0 とおいて<0閲数に代入してゴがみニ 0 を解いて求められる。解を，

(8) m * ) ニ «, r )  ' ,
とかく。（7)(8)からrの共通の耍索を1個濟去して，/ / O 0 と// (/»*)の関係

(9) //(>«)一 ,[//(/の ， a, ' 

を得る。r'は rの耍索^0ウち1個が消去された残余のパラメク^^合である。

—— ■ 78(74<?) •——  .
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5.1 HXd,)>Hih*)

5.2al H(a)>H{h*)>lI(dO //(«)〉//(，")交点なし

5.2a2 //(び）>//(/?*)>//(ィ1) が(《)>//(wO 交点あり

5.2b H(a)>H(h*)>H((h) H ( m ) > H { a )

5.3 H{b)>H(^h*)>H{a)

5.4al H(c)>H(h*)>H(b) //(cO > が （"パ)交 点 な し

5.4a2 H(c)>H(h*)>H(b) //((：) 交 点 あ り

5.4b H{c)>H{h*)>H{b)

5.5 H(h*)>H(c)

交点あり，なしは図Vト3 の乂びとの交点の有無(5.2al〜2)と図V 5-2 <OBCと" もの交点の有無(5.4al〜2)を示す。
- ■.

図V-5 - 1の仙線ドんa：か 上 の 接 点 ぜ （み* ) のま計間分布を/5[が（ん*)nめ，^ 2, h, «, r ]

とかき，図:X[の第4 象限に示す。が ( 'み*)軸上に点りと7Tをとる。 ワは / ! <2 (因IV-3参照).にft)け 接

する家計における/パ点の労働時間座標である（IV系のぱあいにろ で示した値に照応) 。n は図V 6 - 2 の
(26)

•C部分が0)^2と接する,家計における点みすの労働時間座標である。.らとミ8を図;X[のび《' および./5/3' 

5±(25)図'Vぶ-1 のllij線 rも"(rgの方種式は，も：>が(6).については，

(り 义 ニ ズ [ぜ(も）， a - ] + W ji  + X d lH {b：>-Hia')-{-H<^d,'), « ] —  ズ</[が(も)， a]

+  Xdih-Hib'), «]ニ あ +  ズ [ぜ(ろ）一ぜ0 ) + / / (も)，《]+;td[た 一//(み)]

で与えられる。とれをか関数に代入して，ゴパ^^/«=0を解くと，ゴ,*点の労働時間座標

(2) h, a, r) ‘

が求められる。所得座標は

(3) Xd* = XdlHd*(W^, h, a, r). a]

(2)と （3 )を"に代入して ■

(4) 0M * ミ 0» [ズ(/*, T  — //(rfa*),']

これを" 関数の左辺に等置して, ゴ,*を通る（接する）無墓別曲線ポ，は 

， (5) oj*^<olX, T - h ,  rl '

- ( 1 ) と（5)を連立してもについて解けは'， '

. ( 6 )恥 が )ニMWi,Ti, a, V].

有 効 所 得 造 出 曲 線 の 方 程 式 は ，

(7) X = X i l H { d , \  «]+>^1あ+ ズ'[が(6)—  が(び）+ が(も)， [が(も)，《]

■ + w y ?ニ あ +  ズrf[がひ）一/ / (« ) + が(も），a-]+WJi

で与えられる。これを<»に代入しでゴW ゴ を 解 け は ' ，図V-S-1のゐ* の働労時問座標は 

. (8) //(A*)ニp,[PT,, w „ f i , び, r]

(8 )と （6 )から'のー耍素を消去して

( 9 ) ガ0が)= ら [w^,, W,, 丁t, «, n  
を得る。これが本文の関数らである◊

( 2 6 )点りの値はほ(23)の統きと全く同様に求められる。点ぼの値は次9 ようにして求められる。旧V5-2 の！]1|線 5 C V  

(ズニ PK,[(/トが(め )，a] +  A；rf[/»d., « ] + あ あ r O と 【山線(注(25)(5)式)が接する家計におけるr の値は， 

両1«1線の方程式を迪立してズと/りこついて解いた根ス壤の® 根であるという条件から求められる。自営所得造出曲線と 

無差別曲線が2 次関数で与4えられるときは，特に評算は容易である。このy の値をとかけぱ，注(24)(8)式に代入レ 

て，ぜ(かりニル（Ŵ ,, « , い）ョ？rによりが求められる。 ，

 7 Q ( 7 4 X )---- -

家計の労働供給の一般理論について
(25)

•i：かく

/ / ( w o = e 8 [ / / ( / i * ) ] ; //(も *)> / i o o に 対 し て

表 5 収入率特性V 系のばあい

⑨ ⑩ 無 差 別 曲 線 の 特 性 自営就業廣巧就業 ⑧

び。

仏，

ih"

ih

無
.無

る

r
« .--5: 

'狄

有
.有
有
有
有
有
有
有
有



5-3 
型：!一 

f  M =  h 
1 自あ')

5-4ai 
M 型） 

r雇ニす
I 1；1あり

5-46 
〔/I型〕

2/7/雇
1 ほあり

5-4«2

び 型 :]/雇ニ2みI自あり

し5
2/i+ /ij+ hj し M ~ 2 h  

自あり

0

5.1 X  
M =  0 
自あり

5~2ai /
/ 雇ニ 0
\まあり
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でポす。び，ん め , ル /9'からそれぞれおろした垂線とりおよびで区分される7/(み*)の 

分布密度曲線下の面積は，表 5 所揭の各種就業タイプの発生の確率を与える。

Hi m) 
Hi in)

la XI

L in ih * )']

2/T+/4 +/1I

h^h\

-Wi

80(/4 2 )

表 1 〜 5 , および図Vff〜X から，’各収入率構造のもとでめ肩用労働への供給確率は次のように求

められる。 ‘

§ 3 雇用機会への供給確率

6. VI系収入率構造の発生,させる各種就業タイプの確率

この型の収入率構造のもとでは，すべての家計は自営所得の造出に労働力を投入し廣用就業は 

行わない。 ■

/-%
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家計の労働供給の一^般理論について

1 . I 系収入率構造のぱあし、

雇用労働機会への供給率を/t vとかけぱ '

ニ4 [ 0  1 x(_W 2-\-W z)+ 2 x c m + m ) ]  = ^ lW 2 -\ -W z ]  +  Wi-\-W,

/i[が(み* ) ]を I 系収入年構造のもとでのが（み* ) 分布密度関数とすれば， ,

W2+Ws ョ|::ン/1[//(/^*)]ゴ//(み*), 三rし / 1[が(A*)]ゴ//(A*)

(27)

であり，積分領域は図W の //(み* ) 軸上の該当値である。

2. I I系収入率構造のばあい

雇用機会への供給確率をパ2 とかけば ’ ’

/，2 =  1 [ 0 . . Y i +  1 . ( . Y 2 + X 3  +  X 4 ) +  2 C X ,  +  X e )  =  ̂ L X z + X , -\ -X , ' ] - \ -X , - ^ X e  

/ 2 [ h (み* ) ]を]!系収入率構造のもとでのm h * ) の分布密度関数とすると

A〜+  X3  + 乂4 二じ:*/2[ぜ(み* ) ] ( み*) .

ふ  + 'YeニJ */2[//(/'*)]ゴぜ( み* )
. (28) '

で求められる。ただし積分領域ほ図IIの //(み* ) 軸上の該当値である。 .

3. HI系収入率構造のばあい

IE系収入率構造のもとでの雇用機会へP 供給確率、を f h とすれば，

ニ ! •[() X 71+ 1 x O V H F s ) ]  ニ ■ ^ [^2  + 73 ]

/3〔が（/ド)]をm 系収入率構造のもとでのの分布密度関数とすれぱ，F 2 + F a の値は 

1̂ 2 +  Fa ぃ /8[//(/の ]み'//(/ド） ， ，

(29)
で与えられる。ただし，/む1*は図]Xの横軸上の該当値である。

4.  IV系収入率構造のばあい

この収入率構造のもとでめ雇用機会への供給確率をパ4として，

注(27 ) 注 (17)の$,関数をみとおきが0 りについて解けぱも1*の値が求められる。ム関数を2あに等置してホみ*)につい 

て解いてみ,，*の値が求められる。

(28)注 （19) のら関数の値を万に，ム関数の値をが(ろ）（図 n -2〜D〜4 ) にき置して，それぞれぜ(が0 .について解 

けは'，h , * と /ら,*の値が求められる。

(2 9 )注び 1 )のら関数ををに等値してm h * ) について解けぱ/も1*の値が求められる0 -

81(745)
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~  C 0 X (ズ1+ ズ 2)+ 1 X (2；)/+2 3//+24)] =~i^[23/+/2̂3’’+<2：4〕

/ 4[//(み*)〕を ]\r系 収 入 率 構 造 に 対 す る H C h * ' ) の 分 ホ 密 度 関 数 と す れ ぱ ス 3 ' + > 2 / ' + ズ4 の値は

ズ/ + も '’+<e4= J  Aび/ ‘[//( /z=0!k'が （/け〉

'マ0、
で与えられる。ここにゐa * は図X の横軸上5 点の//(み*)の値である。

6. Y 系收入率構造のばあい

この収入率構造のもとでの雇用機会への供給確率をパ5 とかき，

A^5-i-[0 x U o +  1 x_(f/' +  t///)+ 2 x(f；2+t///]ニ +  び/2')
■ ,

ことにf/lと は ，それぞれ.

び'l'==f /5[//(/«*)](///(ん * ) , び  2 ニ|~/5[ぜ <：み*)]ぜ（A*)

で与えられる。ただし，h はこの収入率構造のもとでの//(み* ) の密度分布であり， 3?と7Tは因
.(3り

冗の横軸上に所掲の数値であるレ

6. VI系収入率溝造のばあい.

この収入率桃造のもとでの雇用妙会への供給確率flQはすでに示したとおり，

パ6 ニ 0

である。

結 語

(1〉家計の労働供給機桃にかんするもっとも自律的な理論図式が設定された◊ 新古典派の従来の労. 

働供給理論は，所与の収入率（時間当り）と選好関数の形のもとでの最適（効用最大）の供給時間を叙 

述する。これと対照的に， 自律的供給理論においては， 所与の demographic‘な構成を.もつ家計 

が自営収入の造出と雇用労働機会への労働供給をいかに配分するかという機構，すなわち各種の就 

業形態の発生機構，は当該家計の収入率特性，（自営所得造出曲線の形と提示された廣用機会における®  

金率および指定労働時間の間に成立する大小関係'）と無善別曲線の特性に依存することが示された。こ 

のとき，各種の就業形態の家計の発生する確率および，履用労働機会への供給人員数を与える供給

注(3 0 )注 （22) のら関数をが(も）（図V-2, 3 ) の値に等値してが(め★)について解けぱ因X のが求められる „

(3り関数を，を0V - 1〜4 のが(《) に等® し//(め*)'について解けぱA m *が求められる，関数もを同図の//•(めに等 

腹しで同様に/ら,*が求められる6 .

82(744)
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家託の労働供給の一般11論について 

後率は，自営所得造出曲線と貧金率および指定労働時間によって構成される所得造出線上の無差別 

曲線との接点の分市（家計間における）を定積分することによって導かれることが示され,この定積 

分領域がいかに定められるか，その'手続きが具体的に明ら)6、にされた。最も自律的;̂と供給理論は， 

その形式的側面からみれば，その中核は上記の積分傲域の.確定の手続きを明示する所にあるといえ 

ょぅ。

(2)積分領域を与える関数e は （特殊なケースを別として）迪常の解析演算では（高次方程式の解となる 

から）求めにくいので数値計算が必耍である。選好パラメタの値がすセに高い精度で知られていも 

ならぱ，e の形を決定する数値計算は容易である実際の手続きは次のように行われる0 はじめに 

選好パラメタの第1 次近似値を（A 型家計にかんする分析結果を使って）与えを関数の数値的な形と糖 

分領域が求められ，供給確率と就業形態別家計比率が求められる。これらの理論値と観測される実 

績値の差を最小にする方向に達好バラメタの第1 次近似値を修正するという手続きをふむ。

• ■ (経済学部教授）

8 3 ( m )


